
 

 

 

 

   子どもが大きく成長するとき 

校長 古井丸 裕三 

５月２５日（土）に運動会を開催しました。前日の夕方から雨が降り始め、一時は延期することも考えま

したが、無事に行うことができました。沢山の保護者・地域の皆さんから、子どもたちへの大きな声援を送

っていただきありがとうございました。また、PTA 役員の皆さんを中心に、多くの方から会場の設営や撤

収、運営のお手伝いをしていただきました。重ねて感謝を申し上げます。 

来場された方の中には、高齢の方も沢山いらっしゃいました。お子さん

もお孫さんも既に大人に成長していると思われる年代の方たちです。自

分の家族や親戚の子どもではなくても、子どもたちの元気な姿を見ること

は大きな喜びなのだと思います。各家庭で大切に育てられている子ども

たちは、地域の社会にとっても大切な子どもたちなのです。 

 

感染症の影響が心配された期間を経て、学校行事の見直しが図られました。どの学校の運動会も、子

どもたちの疲労や熱中症の可能性を考慮して縮小傾向にあります。それでも絶えることなく続いてきたこ

の運動会という行事には、様々な場面で子どもたちを大きく成長させるきっかけがたくさんあります。 

走ることが苦手な子にとっては、走ること自体が挑戦です。他の学年の姿を見る、他の学年（保護者、地

域の方）から見られる緊張感が子どもたちの気持ちを高め、自分の力を出し切って走る姿が見られました。

応援団の子どもたちにかかるプレッシャーは、相当大きかったはずです。GW 明けに応援練習が始まった

頃にはあまり感じられなかった自信が、練習を重ねるごとに育っていく様子を目の当たりにしました。当日

応援団長の二人が、自分の殻を打ち破るかのようにお腹の底から大きな声を出し、自分の組を鼓舞し続

ける姿にはとても感動しました。「傘ぼこ踊り」では、上学年の子どもたちが率先して声を出しながら踊り、

下学年の子どもたちに手本を示していました。前日準備では５・６年生が、当日の係ではさらに４年生も参

加して、自分たちの手で運動会を作り上げようとしていました。子どもは、集団の中で自分の立ち位置や

役割を自覚し、責任をもってやり遂げようとする過程で大きく成長するのだと思いました。 

運動会前には、学年の発達段階に合わせて運動会の目的を共有し、自分の目標を立てさせました。そ

の上で、担任は、「自分の力を出し切ること」「みんなで協力して自分たちの運動会をつくること」「結果だ

けではなく取組の過程を大切にすること」を繰り返し指導してきました。子どもたちのすばらしい姿は、教

職員の指導のたまものでもあります。頑張った職員たちにも、温かな拍手を送っていただければ幸いです。 

 

「成長する」とは、昨日までの自分を超えて行くことです。自分の力で困難を乗り越え、それまで気付か

なかった新しい自分に出会うことです。成長するための原動力の一つは「自己効力感」です。小さな成功

体験の積み重ねによって生まれる「自分にはできる」という強い気持ちです。運動会に向けてどのように取

り組んできたかをきちんと振り返り、自分の成長を自覚させることで「自己効力感」を育てたいと思います。

運動会の経験が、これからの学校生活での成長につながるよう指導していきます。 
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● 「運動会」 子どもたちのやる気と笑顔が輝きました！ ５月２５日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「総合的な学習の時間」を通して地域への愛着と誇りを育てます 

 

 

 

 

 

➢ ３年生 「曽根の宝を探そう」            ➢ ４年生 「西川祭りについて考えよう」  

講師 榎本 博 さん （校祖会）             講師 八百板 勲 さん （西川商工会長） 

 

 

 

 

 

 

➢ ５年生 「おいしい米作りについて調べよう 〈田植え体験〉」 5月１５日（水） 

 

 

 

 

 

田んぼを提供していただいている青柳 勝也さん（見帯）をはじめ、地域の皆さん、JA の職員の方から

参加していただき、苗の植え方を指導していただきました。これから稲の成長の様子を観察していきます。 

 

● 「新潟市小学校 音楽鑑賞会」 ５月２９日（水）  

  Joy Swing Companyの皆さんによるＪａｚｚの演奏を聞いて、子どもたち 

は、手拍子をしたり体を揺らしたりしながら、思い思いに楽しんでいました。 

 

 

 

子どもたちが自分の力を出し切る姿、そんな友達の頑張る姿に気付き一生懸命に応援する姿、みん

なで協力する姿にとても感動しました。競技では白組の点数が赤組を上回りましたが、応援合戦は両

組が同点で応援賞を分け合う結果となりました。やる気と笑顔が輝くすばらしい運動会になりました。 

曽根小学校では、地域の皆さんからご協力をいただき、価値ある体験活動を沢山させていただいて

います。今年度は、それらの活動を効果的に単元に位置付けながら、地域について興味・関心をもち、

地域のことをよく知り、地域のこれからについて考える、そんな「探究的な学習の過程」を充実させるこ

とにより、地域への見方や価値観が変わるような「深い学び」へとつなげていきたいと思います。 

 

♪ 曲 目 ♪ 

グレンミラーメドレー 

Ａ列車で行こう 

佐渡おけさ 

スイングしなけりゃ意味ないさ 

ディズニーメドレー 

聖者の行進 

シング・シング・シング 

ルパン三世のテーマ （encore） 

祭りを運営する立場か

ら、西川祭りの歴史や最近

の祭りの様子、これからの

課題についてお話ししてい

ただきました。(5/17) 

 

 

 

 

 

「西川町」だった頃の商

店街の様子や、曽根小学

校の校祖・新保正與先生に

まつわるお話しを聞かせて

いただきました。(5/22) 
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